
広域連携SDGsモデル事業

自律的好循環とローカルSDGs推進のための
コンソーシアム構築事業

佐賀県鹿島市 佐賀県太良町
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広域連携ＳＤＧｓモデル事業 地域概要

両市町とも有明海及び多良岳を有し森里川海干潟に囲まれた
地域で、豊富な自然資源から生み出される第一次産業が基幹
産業である。

地域循環共生圏の取組で「ローカルSDGs」を推進。令和５年
ＳＤＧｓ未来都市となる。ラムサール条約登録湿地「肥前鹿
島干潟」を有する。

林業・水産業のブランディングに取り組み、特に町有林の
「200年の森」を目指す森林管理は、他市町のモデルとなって
いる。

有明海・多良岳という共通の自然環境を持ちながら、違う特
徴を持つ市町が連携することで、それぞれが持つ強みが生か
され、更なる相乗効果を生み出す。

共通点

鹿島市特徴

太良町特徴

本事業目標

地域で環境・社会・経済の課題を同時解決し、自然環境を維持・回復していくローカルＳＤＧｓを
実現する。 2

連携の意義



モデル事業で目指すもの
様々な主体が協力し合い、豊かな自然資源を持続可能な形で活用することで、経済・社会への好

循環を生み出し、自然環境を維持・回復していくローカルＳＤＧｓを実現する。

鹿島市と太良町・地元企業の

新たな繋がり

鹿島市「有明海保全」太良町「森林保全」

パートナーズ（企業）

かしたらコンソーシアム（仮）

事業の実装
企業・自治体の新たな繋がりをサポート

・自治体と共同で行う環境保全活動
・地域資源を活用した商品ブランドの共創
・新規事業の実証・社会実験を実施 3



広域連携ＳＤＧｓモデル事業の概要 課題と目標

両市町の産業構造の維持
就労者の減少を視野に入れた発展のための施策構築
連携して課題を解決していく体制の構築

気候危機による災害の増加を防ぐ環境保全
干潟・森林保全、グリーンインフラ・Eco-DRRの実
装、再生可能エネルギー導入に向けた適地選定

第一次産業の競争力強化
基幹産業である水産業の集約化によるコスト削減、
CO2削減
DXの活用による担い手不足解消

脱炭素に資する事業の取組
カーボンオフセット事業展開、共同での廃棄物リサ
イクル

本事業にて達成すべきこと
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広域連携ＳＤＧｓモデル事業の概要 実施体制

鹿島市・太良町で連携協議会と分科会を立ち上げ、民間企
業と連携しながら事業を実施する。事業化支援および環境
評価は、 「鹿島モデル」を元として本事業でブラッシュ
アップを行なった仕組みを「かしたらコンソーシアム
（仮）」にて活用する。これにより環境・社会・経済への
効果を明確化した事業の実現を果たす。

自律的好循環とローカルＳＤＧｓのための産業集約の実現

地域の魅力発信

外部組織として「事業化支援パートナーズ」を設置し、地
域連携により強靭な地域づくりを行うための幅広い議論を
おこなう。専門家からなるこの組織は、事業に対する助
言・支援を行う。

（代表）鹿島市
担当部署：ゼロカーボンシティ
推進課
役割：総合調整・環境評価
鹿島市での事業実施
担い手創出
企業との連携

分科会
課題の抽出
事業の計画

「かしたらコンソーシアム（仮）」
（鹿島モデルの実施）

事業化支援パートナーズ
金融機関・SDGs推進パートナー・大

学・高校・佐賀県

事業への助言・
支援

体制図 実施事項概要

コンソーシアムが有する機能

支援体制

太良町
担当部署：総務課
役割：太良町での事業実施
担い手創出
山林振興、Jクレジット創出、
有明海保全など
観光協会との連携

連携協
議会

環境評価支援 いであ・日本工営

事業化支援 地域金融機関５行
（佐賀銀行・十八親和銀行・ひぜん信用金庫・
佐賀西信用組合・日本政策金融公庫）

事業実施 肥前鹿島干潟SDGs推進パートナー
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広域連携ＳＤＧｓモデル事業の概要 鹿島モデルとロジックモデル

6

指標・目標案

テーマ①：
脱炭素

2050年GHG実質排出量ゼロ（カーボ
ンニュートラル）
2030年GHG –○○%

吸収源対策の推進

テーマ③：
循環型社会

テーマ⑤：
グリーンインフラ(GI)

テーマ④：
生物多様性基盤

テーマ⑥：
環境に関する

関係/交流人口増加

テーマ②：
GX推進

グリーンスローモビリティの導入

再エネ利用施設、設備、体制構築推進

再エネ（創エネ）設備設置推進

ゾーニング

GX事業推進の仕組み構築

アクティビティ

GX事業参画事業者数

市内GX事業総売上、従事者数

アウトプット一次アウトカム

プラスチック利用削減

硬質プラスチックのリサイクル推進

市内バイオマスによるバイオプラ生産・利用

再エネ生産○○TJ／年

省エネ○%

BD、ESの評価とマッピング

LBSAP策定

保全体制整備と自然共生サイト申請

GI機能が期待される棚田の特定と保全

崩壊の可能性が高い場所や緩衝帯での植林

省エネ等、その他取組の推進

蓄電池等設備導入○件

再エネ利用○○TJ／年

まち・ひと・しごと創生
総合戦略

【政策目標１】
鹿島のものづくりをさ
らに磨きあげて鹿島
ならではのしごとを生

み出す

【政策目標２】
定住促進と交流人

口の拡大

【政策目標３】
若者の定住を促し、
安心して結婚・出
産・子育てができる
環境づくりの推進

【政策目標４】
安全安心の確かな暮らし
を営むずっと住み続けたい

まちの実現

CO2吸収量（t/年）

再エネ生産推進区域 ha

再エネ設備抑制区域 ha

GX事業市場及び事業体数

カーボンニュートラルが実現する

状態目標

GXビジネスの一大拠点となる

バイオプラによるクローズドリサイクル 廃プラ発生量（削減量）

廃プラリサイクル率

市内バイオプラ生産量

市内バイオプラ利用率

BD、ES上重要で保全するエリア

を明示し、定量目標として組み込
んだLBSAP

自然共生サイト認定面積（率）

ネイチャーポジティブが実現する

バイオプラによるプラスチック市内受給
の完結

プラスチック利用量

BD、ESの劣化が底を打ち、改善局面

に入る（面積と質で分けて考える。質
は、種数・α多様性、普通種を含む生
物個体数、調整サービスで評価）

危険個所のGI化、NbSが実装される

危険性が指摘されている森林のうち、

• 棚田による緩衝帯が確保された延
長割合

• 崩壊安全性の向上した森林面積

有効な管理が実施されている棚
田面積

新規植林、有効管理森林面積
関係／交流人口が増加する 修学旅行誘致

バイオマス生産荒廃地面積

市民対話の場の創出

エコツアーの実施（誰が、が大事）

修学旅行入込者数
エコツアー参加者数

対話の場に参加した人数

鹿島市へのリピート入込数

市内相互理解度の向上

子
供
が
外
で
遊
び
、
生
態
系
が
保
た
れ
、

鹿
島
原
風
景
・
鹿
島
の
当
た
り
前
の
生
活
を
持
続
的
に

図 鹿島市が目指す姿とそれに繋がる取組（検討中の一次
案）これを広域用に作り直し、目指す姿を共有する

事業化支援と市独自の環境評価により、環境に資する事
業を生み出し続ける仕組み

ロジックモデル



広域連携ＳＤＧｓモデル事業の効果
コンソーシアムから環境に資する事業の創出

DXを活用した脱炭素の取組

• ドローンやLEDを活用した水産業の水揚げ
量を増やす施策の試行（右図）

• 森林の環境保全から稼ぐ仕組みづくり
Jクレジットの導入

期待される効果

• コスト削減・脱炭素

• 域内でのカーボンオフセット事業の展開

KPI

• 水産業のエネルギーコスト削減

（現在から２０％減）

• 太良町有林クレジットの販売量

（０ｔ-CO2⇒500ｔ-ＣＯ２）
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経済⇔環境にかかる事業

ドローンを活用した
赤潮発生予兆による
海苔の色落ちの対策

★ドローンやAIを活用し、赤潮
発生予測⇒コスト削減・脱炭素
★海苔の水揚げ量の増加

不定期に沖合に出て赤潮を

確認

赤潮が出た場合、海苔網を

上げるなどの対策を講じる

海苔の水揚げ量の

現状維持

これまでの工程



広域連携ＳＤＧｓモデル事業の効果
コンソーシアムから環境に資する事業の創出

観光振興の取組

• 道の駅連携による観光・広域流通の確立

⇒６次産品の生産、ツアーの造成

• 大手出版社と連携した地方創生の取組

⇒若い世代をターゲットとした観光ブラン
ディング

期待される効果

• 交流人口・関係人口の増加

• ふるさと納税の増加

KPI

• 道の駅連携で販売を行う６次産品の新規
開発数

（10種⇒20種）

• 両市町の観光協会のHPへのアクセス数
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経済⇔社会 にかかる事業

カモの食害で活用したLEDを使った道の駅連携での
ナイトツアーの開催

⇒食害の負のイメージをプラスに



広域連携ＳＤＧｓモデル事業の効果
コンソーシアムから環境に資する事業の創出
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廃棄物のリサイクル

• 広域的なリサイクルの実施

• 生ごみ堆肥化

期待される効果

• 事業者・市民・町民の行動変容

• ごみの減量によるコスト削減・CO2削
減

KPI

• 生ごみ堆肥化の数量

• 硬質プラスチックリサイクルの量

環境⇔社会 にかかる事業
産業の活性化で出た

廃棄物

鹿島市に集積

生ごみ

堆肥化

硬質プラスチック

油化

農業で活用

産品を道の駅で販売



広域連携ＳＤＧｓモデル事業の効果
コンソーシアムから環境に資する事業の創出

実施内容

市民と連携した事業の取組

• ゼロカーボンアクションの実施

• 地域課題を考える中高生との
ワークショップの開催

期待される効果

• 市民・町民の行動変容

• 地方創生への若い世代の参画

KPI

• ゼロカーボンアクションでの
CO2削減量

• ワークショップへの参加校数

生物多様性と脱炭素の両面からの取組

• ランドスケープアプローチによる保
全区域と再エネ導入の適地選定

期待される効果

• 生物多様性保全

• 地域のレジリエンスの向上

• 景観の維持

KPI

• ネイチャーポジティブの適用範囲の
エリア数

（０エリア⇒８エリア）
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事業者へのSDGsの普及啓発

• SDGs取組診断・分析・評価

• ワークショップや講演会の開催

期待される効果

• SDGsの定着

• SDGsに取組事業者の増加

KPI

• SDGsパートナー企業の増加

（85団体⇒100団体）

• 今回のモデルで生まれたローカル
SDGsの件数

（0件⇒10件）

環境⇔社会 にかかる事業経済⇔環境にかかる事業経済⇔社会 にかかる事業



【環境⇔社会】ネイチャーポジティブの適用範囲
（８エリア）
モデルから生まれた事業増加（１０件）
ローカルＳＤＧｓの推進は地域の自然資源の活用からなるもので
あるため、ネイチャーポジティブのエリアと環境に資する事業の
増加数を指標として設定し、進捗管理を行う。

経済・社会・環境の各側面の相乗効果
【経済⇔社会】SDGsパートナー企業の増加（100団体）・６次化産品の数（20種）

本事業において、鹿島市-太良町にてどれだけの企業を巻き込めて、事業が生まれたかを指標とする。また同市が持
つ「ラムサールブランド認証品制度」を活用し、道の駅連携で地域産品をブランディングし、売り上げの一部が有明
海や多良岳の環境保全に寄付されるようにする。この進捗管理を６次化産品の数で行う。

【経済⇔環境】水産業のエネルギーコスト削減
（20％減）
太良町有林クレジットの販売量(t-CO2)500t-CO2
産業集約化とサプライチェーンの見直しによるエネルギー
コスト削減と、太良町の森林活用による脱炭素への貢献を
図る。 11



自律的好循環の具体化に向けた事業の実施
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①生態系の健全性の回復
（有明海・多良岳）

②自然資源を活用した
社会課題の解決
（ローカルＳＤＧｓの

推進）

自然から地
域への恵み
が維持され
回復する

③産業振興

④市民・町民一人ひと
りの行動変容

（環境保全事業参加・
地産地消）取組みを支える基盤

（かしたらコンソーシアム（仮））

行政
事業者

市民・町民

コンソーシアムを支える鹿島モデルと
事業化支援パートナーズ

環境省、佐賀県、県内１０自治体、
佐賀銀行から作られる「ＳＡＧＡ
ネット・ゼロコンソーシアム」


